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一　般　演　題

1．PET装置ADVANCEの性能評価
　一三次元収集の基礎的検討
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　GE社製ADVANCE全身用PET装置における三次
元収集（3D）の基本的性能を二次元収集（2D）と比較

検討した．

　3Dは軸方向視野両端10スライスまでは断面内分

解能および感度が線形に低下し，散乱フラクション

は平均35．9％で，2Dの3．8倍に増加した．スライス

感度は2Dの平均6．5倍，容積感度は4．6倍と向上し，

Noise．Equivalent　Count　Rateは0．8μCi／ml以下の濃度

において著明に向上した．

　臨床では脳賦活試験での有用性が高い．今後，定

量性の限界を検討し，全身検索にも応用していく必

要がある．

2．Triple　Energy　Window法による散乱補正の2核

　種同時収集への応用：核種の組み合わせと誤差

　について
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　　松平　正道　　山田　正人

　　　　　　　　　　　（同・放部アイソトープ）

　Triple　energy　window（TEW）法は簡便であり，単光

子核種において実際的な散乱補正法の一つである．

そこで，99mTc，2°IT1，1231の点線源とシリンジについ

て，単独でエネルギースペクトルを求め，次いで2核

種同時収集を仮定して合成したエネルギースペクト

ルを再度TEW法で分離し，その精度を検討した．真

の値に対する2核種分離後の精度を検討すると，

99，・Tcと2°iTlではよく分離し，2°1T1とL231では10％程

度の誤差であった．1231とWmTcでは非対称ウィンド

ウを用いることで改善が得られたが，安定した結果

を得るためにはさらに検討が必要と考えられた．

3．Cardio　90（心臓用コリメータ）の使用経験
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　シーメンス旭メディテック社製3検出器型SPECT

装置のCardio　go（心臓用コリメータ）を通常のHRコ

リメータと比較した．

　Cardio　90による収集ではHR　360°収集の180°再構

成に比しL2～13倍，1検出器によるHRl80°収集に

比しL8倍，　HR　360°収集に比し0．8～0．9倍のシステ

ム感度であった．1cm欠損はCardio　90による収集

で比較的良好に検出され，全収集時間を3／4に短縮し

た場合でも欠損の検出に差はなかった．2cm，3cm

の欠損はいずれも良好に描画されたが，HR360°収集

が比較的正確に欠損の形，大きさを表していた．

Cardio・90では前壁中隔や心基部でカウント低下を認

めた．これは他の180°収集でも同様であった．心サ

ルコイドーシスや心筋症等，前壁中隔に病変を疑う

症例では過大評価に注意を要する．

4．負荷時脳血流定量化のためのPatlak　plot法にお

　　ける2回投与法の検討
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　1日法による安静時および負荷時のPatlak　plo1を用

いた脳血流定量法の検討として，安静時2回投与法に

よる脳血流（CBF）および脳血液量指標（BVI）の再現

性と，diamox負荷前後のそれらの変化を検討した．

CBFの算出はCBF＝2．60＊BPI＋19．77を用いた，　BVI

はVnにROI　sizeの補正を施して算出した．安静時の

再現性について1回目を100とすると，CBFは102
±4．3，BVIは97±15．7であった（n．s．）．　Diamox負荷

では，CBFは112．2±7．3，　BVIは139±28．8と増加し
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